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教育的ニーズのある全ての子どもが
支援や配慮が受けられる 
教育の場を目指して

国立特別支援教育総合研究所

伊　藤　由　美

昨年の 12月に文部科学省から「通常の学級に

在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒

に関する調査結果」が公表されました。結果は、

担任の先生の判断により「知的発達に遅れはない

ものの学習面又は行動面で著しい困難を示す」と

された子どもの割合が 8.8％であるというもので

した。10年前の結果と単純に比較することはで

きませんが、通常の学級に教育的な支援を必要と

する子どもがいるという気付きが、以前より高く

なっていると読み取ることもできます。実際、通

級による指導を受けている子どもの数は年々増え

ていますし、通常の学級の中で、支援や配慮も進

んでいます。一方、支援が必要と気づかれながら

も、支援や配慮を受けることなく授業に参加して

いる子どもがいる状況も見えました。

調査の結果は、特別支援教育について、改めて

考えるためのきっかけになったように思います。

結果が公表された後、教育委員会の先生から「通

常学級の先生に特別支援教育の視点の大切さを伝

えたいので、どんな研修をすればよいでしょう」

と、先生方への理解啓発や研修支援について、声

を掛けられる機会が増えた気がします。一方、通

常学級の先生からは、指導や支援に対する難しさ

を聞くことがあります。また、通級担当の先生か

らは、高い専門性を期待されるが、指導経験が短

く、学ぶ機会もないため、悩みながら取り組んで

いるという声を聞きます。先生方もそれぞれの立

場で日々悩みながら、子どもと向き合っており、

子どもだけでなく、先生にも支援のニーズはあり

そうです。自信をもって指導や支援・配慮にあた

れるよう、制度も含め、先生への支援について考

えていくことも大きな課題だと思います。

調査結果の数字の後ろにある現場の状況を踏ま

え、教育的ニーズのある全ての子どもが、支援や

配慮が受けられる教育の場に近づけるよう、取り

組んでいかなくてはと思いました。


